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　　　“ここで暮らしたい！”

　“ ゆめのいえ ” で、そうめん流しを開催しました。アルミ缶回収で利用する回収ボッ
クスのペンキ塗りやスイカ割り、また今年は地域のおじいちゃん、おばあちゃんに笹舟
づくりを習って、笹舟遊びで盛り上がりました。
　前日から準備をしてくださった地域のみなさんや、大学生・高校生のボランティア協
力もあり、暑い日でしたが、たくさんの笑顔に出会うことができた１日でした。

P5･･･ 小地域サロン紹介 ( 比和・庄原 )
P6･･･ よろず相談・おでかけ応援隊寄付者
　　　紹介・介護者交流事業・広告
P7･･･ 寄付者紹介
P8･･･ 地域のものがたり ( 総領 )･ 広告

夏を比和で楽しむ！！
～ ゆめのいえ そうめん流し ～

ち い き



夏のボランティア活動
　夏休みを利用して、市内の福祉施設や病院、自治振興区などで総勢 90 名の中・高・
大学生がボランティア活動を行いました。

　ボランティアの感想

● 初めてのボランティア活動で緊張して、何を話したらよいか戸惑いましたが、
　利用者さんから話しかけてくださり、あっという間に時間か過ぎました。
● ボランティアを体験して、毎日いろいろな対応をされている職員の方はすごいと

思いました。
● 子どもたちは元気いっぱいで大変でしたが、たくさん遊ぶことができて、楽しかっ

たです。
● お祭りへ参加しました。また、ボランティアで来たいと思いました。

　庄原市ボランティアセンターでは、ボランティア活動についての理解と関心が
高まるよう、また活動を通じた様々な出会いや体験から、自分たちの暮らしてい
る地域への関心が高まるよう、学生と市内の活動先との調整を行っています。
　これからも、学生が気軽にボランティア活動に取り組めるよう、各施設や団体
等の協力を得ながら進めて行きたいと思います。

  受入れ担当者の感想

● 笑顔がステキで、利用者さんと積極的に関わりを持ってくれました。普段関わる
ことの少ない学生さんが来てくださり、利用者さんも大変喜ばれました。

● 「将来、保育士になりたい」と話をしてくれた子や、「もう少し活動をしたいので、
また来てもいいですか」と言ってくれる学生もいました。将来につながると嬉し
いです。

● 「何かすることはありますか？」と自分から積極的に活動をしてくれました。
　学生のボランティアを受入れてよかったです。また来てもらいたいです。

デイサービスなど ８ヶ所

福祉作業所など ３ヶ所

放課後子供教室など ６ヶ所

保育園・幼稚園 ６ヶ所

病院 １ヶ所

24 時間テレビ募金活動など ３ヶ所
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“じぶんの町を良くするしくみ”

　10 月1日より全国一斉に赤い羽根共同募金運動が始まります。
　市民の皆様には、この運動の趣旨に対する深いご理解をいただき、心よりお礼申しあげます。
　共同募金は、地域ごとの使い道や募金額を事前に定めて、募金をお願いする仕組みです。集
まった募金の約 70％は、募金をいただいた庄原市内で使われています。残りの 30％は、市( 区 )
町を超えた広域的な課題を解決するための活動に、広島県内で使われています。
　また、募金額の一部を“災害等準備金”として積み立てをし、大規模災害が起こった際には、
災害ボランティアセンターの設置・運営など、災害ボランティア活動支援や被災地を応援するた
めに使われています。
　平成 28 年度に庄原市全域の皆様からご協力いただいた募金総額 7,027,757 円は、いった
ん全額を広島県共同募金会へ送金し、その実績に対し庄原市の地域福祉活動の財源として、
本年度 4,420,957 円が配分され、庄原市社会福祉協議会を通じて下記の事業に活用させてい
ただいております。
　このほかに、特別配分事業として1,450,000 円の事業助成を受け、①やまびこネット365
事業、②食料提供支援事業 ( フードバンク)、③被災者生活サポートボラネット推進支援事業、
④人財バンク事業を行っています。

北九州豪雨災害支援活動

平成 29年度　赤い羽根共同募金運動が始まります

本年度も、皆さまからの
ご協力をいただきますよう

お願い申しあげます。

ご協力いただいた募金
7,027,757円

(平成28年度)

【今年度の配分実施事業】
１．地域福祉活動配分金    　　　  1,014,000 円

２．地域や団体の福祉活動応援事業　1,329,957 円

３．福祉教育指定協力校事業　　　     792,000 円

４．おでかけ応援隊事業　　　         500,000 円

５．地域支え合い事業　　　　　　　167,000 円

６．支え合い支援事業　　　　　　　 375,000 円

７．その他各地域における活動　　　

243,000 円
　　 

庄原市共同募金委員会 広島県共同募金会

広島県域の福祉施設
や地域福祉活動

庄原市社会福祉協議会
4,420,957 円 ( 一般配分金 )

（　　　　　　　　　）

配分

1,450,000 円
( 特別配分金・NHK 歳末たすけあい助成）

全額送金

①歳末たすけあい芸能大会 ( 西城 )
②こどもサロン ( 西城 )
③グッバイひきこもり事業（東城）
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　「高地域の方々が、地域でいつまでも安心して暮らせる仕組みをつくろう。」と、自治
振興区・民生委員児童委員・ひとり暮らし高齢者等巡回相談員連携のもと、地域包括ケ
アシステムの勉強会や、守秘義務、個人情報の勉強会など準備が進められ、6 月には、
生活支援体制整備における今後の取組み（福祉の話し合いの場・協議体）について、自
治会長・班長・各関係機関等の約 40 名を対象に提案が行われました。
　その中で、「まずはやってみよう
やぁ。だめだったら直していけば
ええんじゃけぇ」との後押しする
声もあり、この度「ありがとうの会」
が発足。
　現在、見守りネットワークの現
状把握、課題の抽出から話し合
いをはじめ、地域に“ありがとう”
の輪が広がるよう取組みが進めら
れています。

リレー
リポート

手話奉仕員養成講座　めざせ！手話のプロ

東城地域センター 元気報告
　

　手話奉仕員養成講座（庄原市の委託事業）を、毎週木曜日の午後１時 30 分から庄原
市東城ふれあいセンター大会議室において、11 月 16 日まで開催しています。
　本講座は、耳の不自由な方々との情報伝達手段として手話を学び、理解を深めること
を目的に、合併以前から開催しています。参加者は初心者からベテランまで、年齢や性
別に関係なく、手話奉仕員をめざして楽しく学んでいます。
　参加者の一人は、「昔、耳の不自由な子どもたちが通う学校の近くに住んでいて、子

どもたちの手話を見ていた。その時は、見て
いるだけだったが、少しずつ気持ちを伝える
手段を学び、今では積極的に話ができるよう
になった」と話されていました。
　東城地域センターでは、これからも手話を
通じたコミュニケーション手段を学び、多く
の人に理解を深めてもらえるよう、取り組ん
でいきたいです。

高
自治振興区
（庄原地域）

～ ありがとうの会  発足 ～

ここで暮らしたい！
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　ひだまりサロン・りんしょう（庄原・上原町）

　あしたのカフェ（比和町）

●活動を始めたきっかけ
　「地域の中に“集まり場”が欲しいとい
う声があるので一度話しを聞いていただ
けませんか？」と班長をしている私のとこ
ろへ社協から連絡が入りました。
　話を伺い、気持ちは傾いたものの、世
帯数も少なく、班内での行事もある程度
ある為、全戸が集まる常会の時に社協から説明してもらい、皆の意見を伺う事にしました。
　しかし、私の心配をよそに説明後すぐ「顔を合わせる機会が増えるのはいい事！集まって
みようや！」と声があがり、今年４月に発足しました。

●サロンのイチオシ
　生まれたばかりのひだまりサロン・りんしょうです。大上段に構えず、「談笑」の場
になればと思っています。
　詐欺防止や認知症についての出前講座も利用し、マンネリ化しないように工夫し、長
く活動が続けられるよう、地域 ( 林正地区 ) の誰もが気軽に参加できるサロンをめざし
ています。

～いろんな地域のサロン活動をご紹介します～

わたしの地
ま

域
ち

の小地域サロン

●活動を始めたきっかけ
　16 年前に認知症の家族で「こころサ
ロン」を実施していました。月に１回、
認知症の方と、その家族で集まり、レク
やおしゃべり、持ち寄りで昼食を作った
りしながら、辛い介護の気分転換をして
いました。しかし、だんだんと認知症の家族が亡くなったり、色々とあって休止してい
ました。それから数年、友達や周りの知り合いが少しずつ認知症になり始めたのがきっ
かけで２年前から再開。昔の経験もあり「自分達のできることを、もう１回始めてみよ
うか」と保健師さんと社会福祉協議会に協力してもらいながらがんばっています。

●サロンのイチオシ
　高齢化が進み、交通の問題や「町中に出るのがしんどい」という声もあるので、現在は
みなさんのサロンなどに伺い認知症に限らず健康面の相談も行っています。
　16 年前とは、様々なことが違うので試行錯誤しながら取組んでいますが、問題に突き
当たると軌道修正をするため、毎回反省会をしています。そこでの様々な情報交換やおしゃ
べりも楽しみのひとつです。
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広島弁護士会所属（弁護士登録番号47310）

三浦益隆法律事務所

https://www.miuramitsutaka-law-office.com/

弁護士　三 浦  益 隆

〒727‐0012
広島県庄原市中本町一丁目3－1 渡辺ビル2階
庄原警察署隣　レッツ様2階 ☎０８２４ｰ７４ｰ６３１０

■ 離婚・相続などのご家庭の問題
■ 交通事故・近隣トラブルなどの事故対応

■ 債権回収・契約書チェックなどの企業様の法務
■ その他法律業務全般・訴訟代理

業務内容

　相談は無料で、24 時間 365 日職員が
対応しています。なお、夜間から早朝（緊
急時等）は、下記の専用電話にご連絡い
ただくと担当者に取り次ぎます。

　　　  ☎０８０ｰ５２３９ｰ４０８５

●法律相談（弁護士相談）
※予約制でお一人の相談時間は 30 分以内です。
日時：10 月６日（金）12：45 ～ 15：45　
場所：庄原市ふれあいセンター
　　　（庄原市西本町四丁目 5－26）
相談内容：賃貸に関するトラブル、交通事故、相続、

離婚、借金問題、消費者トラブルなど
●司法書士相談
※予約制でお一人の相談時間は 45 分以内です。
日時：10 月 18 日（水）13：00 ～ 16：00　
場所：高野保健福祉センター
　　　（庄原市高野町新市 1150-1）
相談内容：不動産の名義変更、相続登記・遺言、

借金の整理、成年後見、会社の登記、
簡易裁判所訴訟代理など

その他の相談にも応じています。お近くの社協に
お問い合せください。

緊急時等
専用電話

地域福祉課 ☎ （0８24）７2－７120

よ ろ ず 相 談 の ご 案 内

  庄原地域
㈲小池書店様 / ㈲荒木電工様
㈱プランニングケイ広島様（2 口）
庄原センター薬局様

  西城地域
匿名様

  東城地域
川村　純義様 / ㈲マエダオート様（2 口）

  口和地域
進物 ･ インテリア・酒類 かじおか様 / 上田　正之様
永田ふれあい自治会様 / 谷本酒店様
× seet'n'bitter ×様 / 口和歯科診療所様
立花屋様 / あんず薬局様 / ファミリーショップあかぎ様
㈲セルダムコーポレーション様 / 庄原市口和診療所様
あすか薬局口和店様

　ご協力いただいた皆さま、ありがとうございます。

外出支援事業 おでかけ応援隊協力寄付
８月1日から８月31日までの間に、

ご協力いただいた皆さまです。

お知らせ 在宅高齢者  家族介護者交流事業
　自宅で高齢者を介護をされている方を対象に、相互の交流を図り、
心と身体もリフレッシュできる機会となるよう準備を進めています。
　今年度は、庄原市全域による交流です。
　詳しい内容は、10 月初旬に各地域センターにおいて案内します。

日　時：11月６日㈪ 11：00～13：30　場　所：帝釈峡観光ホテル錦彩館ほか
参加費：1,800 円（昼食代）

（庄原市の委託事業）

　問い合わせ・申込みは、各地域センターまでお願いします。
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シンセイアート株式会社
平成29年9月20日

●レポーター名　総領町にお住まいの　意加美  信子さん

自分のペースで
　元気に暮らしたい

業務のご案内業務のご案内
●不動産の名義変更
●相続登記・遺言
●借金の整理

●成年後見
●会社の登記
●簡易裁判所訴訟代理等

（訴訟代理権認定第524014号）（司法書士登録番号828号）

詳しくはホームページに記載しています。
庄原　司法書士 検索

広島北部司法事務所
新住所 〒727-0012 広島県庄原市中本町一丁目8番16号  TEL0824-72-2315（要予約）

平成２９年４月１日より庄原市役所前に事務所移転しました。

広島県庄原市是松町5020番40　TEL0824-72-0561
0120ｰ184ｰ268

住まいの事なら何でもご相談下さい。

住まいの修理、新たなご提案、施工、
アフターケアまで地元ならではのフット
ワークで、皆さまの大切なお住まいを
より快適にするお手伝いをしています。

　私は４年前、主人の定年退職を機に、福山市から
母の住む総領町へ帰ってきました。

　母はひとり暮らしでしたので、これまで週末には様子を見に帰って来たりはしていま
したが、地域の方とはお話しする機会も少なかったので分からないことが多く、母に何
でも相談しながら総領での生活がスタートしました。週末には、子供や孫達が遊びに来
るので、そばを打ったり、パンやケーキを孫と一緒に作って楽しんでいます。また、母
に教わりながら一緒に野菜作りをしたり、木曜日に庄原市総合体育館で行われているラ
ージボール卓球教室に行き、いい汗をかいています。そんな中、毎月25日には、集会所
へ集まって広報誌の配布や回覧する寄り合いがあり、母と一緒に参加して地域の話を聞
いていましたが、社協の元気かわら版のサロンの記事を見て、自分の地域でもお茶を飲
みながらざっくばらんに話が出来る会が出来たらいいのに…と思い、地域の方に相談す
ると、「じゃあ、やってみよう！」ということになり、昨年12月に“みやもとサロン”が
できました。私は、このサロンを通じて、地域の方々とのつながりを感じてきており、
花の苗をもらったり、野菜の作り方を教えてもらったりしています。これからも、母や
地域の方々に色々なことを教えてもらいながら、自分のペースでのんびりと、総領で元
気に暮らしたいと思います。

い　が　み

イーわよ プロパン

ご主人と一緒に




